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た
ち
の
評
価
は
と
て
も
高
か
っ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
「
動
物
戦

隊
ジ
ュ
ウ
オ
ウ
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
」
が
二
回

行
わ
れ
、
ち
び
っ
こ
達
が
大
き
な
歓
声
を

　

第
37
回
「
し
れ
と
こ
産
業
ま
つ
り
」

（
主
催
＝
し
れ
と
こ
産
業
ま
つ
り
実
行
委

員
会
）
が
９
月
25
日
㈰
、
み
ど
り
工
房
し

ゃ
り
特
設
広
場
で
今
年
も
「
知
床
の
大
地

と
海
の
恵
み
に
感
謝
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
た
。

　

９
時
45
分
よ
り
斜
里
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。
こ

の
日
は
天
候
も
非
常
に
よ
く
、
午
前
10
時

か
ら
の
特
産
品
販
売
開
始
前
か
ら
多
く
の

人
が
各
ブ
ー
ス
に
並
び
、
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
た
。

　

会
場
で
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
サ
ー
モ
ン
の
チ

ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
や
牛
乳
を
無
料
提
供
し

て
お
り
、
最
終
的
に
町
内
外
か
ら
１
万 

１
０
０
０
人
が
来
場
し
、
秋
の
味
覚
を
楽

し
ん
だ
。

　

商
工
会
か
ら
は
今
年
も
青
年
部
と
女
性

部
が
参
加
。
青
年
部
で
は
、
た
こ
焼
き
・

焼
き
鳥
・
か
き
氷
・
ト
ロ
ピ
カ
ル
ジ
ュ
ー

ス
・
生
ビ
ー
ル
を
販
売
し
、
例
年
通
り
子

供
た
ち
が
か
き
氷
を
求
め
行
列
を
作
っ
て

い
た
。
女
性
部
は
、
お
好
み
焼
き
・
お
弁

当
・
部
員
た
ち
の
お
店
の
自
慢
の
品
な
ど

を
持
ち
寄
り
販
売
し
た
。
特
に
お
好
み
焼

き
は
根
強
い
人
気
が
あ
り
、
購
入
し
た
人

上
げ
て
喜
ん
で
い
た
。
11
時
50
分
か
ら
の

演
歌
歌
手
「
明
江
三
奈
さ
ん
演
歌
シ
ョ

ー
」
と
12
時
10
分
か
ら
の
「
さ
く
ら
ま
や

コ
ン
サ
ー
ト
」
は
多
く
の
方
が
歌
声
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

（
先
着
５
０
０
名
様
）
が
行
わ
れ
、
抽
選

に
参
加
し
た
人
は
当
た
り
は
ず
れ
に
一
喜

一
憂
し
て
い
た
。
「
海
と
大
地
で
遊
ぶ
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ほ
っ
き
や
た
こ
、
サ
ケ

の
つ
か
み
取
り
を
行
っ
て
い
て
、
親
子
連

れ
の
参
加
者
が
楽
し
ん
で
い
た
。

第37回 しれとこ産業まつり

「
知
床
し
ゃ
り
ブ
ラ
ン
ド
」
新
た
に
４
商
品

　

斜
里
町
内
で
生
産
、
製
造
さ
れ
た
安
心

・
安
全
で
お
い
し
い
食
品
を
「
真
の
知
床

産
」と
し
て
認
証
し
、全
国
に
発
信
し
て
い 

く
こ
の
企
画
に
新
商
品
が
加
わ
り
ま
し
た
。

「
こ
は
る
潮
ラ
ー
メ
ン・

味
噌
ラ
ー
メ
ン
」

◦
斜
里
町
農
業

　
　
　
　
　
協
同
組
合

　

町
内
産
春
ま
き
小
麦

「
春
よ
恋
」
100
％
の
生

麺
で
す
。

「
斜
里
山
麓
豚
ハ
ム
」

◦
田
村
農
場
は
る
畑

　

2
～
3
ヶ
月
間
熟

成
さ
せ
、
食
品
添
加

物
を
一
切
使
わ
な
い

安
心
・
安
全
の
ハ
ム

で
す
。

「
知
床
の
ク
マ
さ
ん
」

◦
和
洋
菓
子
の

　
　
　
モ
ン
ブ
ラ
ン

　

町
内
産
小
麦
粉

「
き
た
ほ
な
み
」
を

使
用
し
た
風
味
豊
か

な
焼
菓
子
で
す
。

「
知
床
の
餃
子
」

◦
斜
里
町
農
業

　
　
　
　
協
同
組
合

　

町
内
産
小
麦
粉
と

豚
肉
を
使
用
し
た
ジ

ュ
ー
シ
ー
な
餃
子
で

す
。

　

「
知
床
し
ゃ
り
ブ
ラ
ン
ド
」
認
証
品
は

町
内
の
「
し
れ
と
こ
屋
」
な
ど
で
購
入
で

き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
試
食
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
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創
業
は
明

治
43
年
で
業

歴
は
１
０
０

年
を
超
え

る
。
代
表

ブ
ラ
ン
ド
は

「
国
士
無
双
」

（
昭
和
50
年

よ
り
販
売
）、

野
外
の
雪
中

ド
ー
ム
で
絞

り
・
熟
成
を

行
う
「
一
夜

雫
」（
昨
年
度

で
生
産
終

了
）。近
年
は

酒
粕
、
麹
の
飲
料
製
品
等
の
製
造
も
手
掛

け
る
。
今
回
は
、昭
和
４
年
に
建
設
さ
れ
、

現
在
も
酒
造
り
を
行
う
本
社
工
場
に
お
い

て
担
当
者
か
ら
の
説
明
を
受
け
た
。

　

旭
川
は
市
内
に
四
本
の
川
を
有
す
る
立

地
か
ら
稲
作
と
酒
造
り
が
盛
ん
で
、
戦
前

は
北
海
道
の
酒
造
の
中
心
地
と
し
て
隆
盛

を
極
め
た
が
、
戦
後
酒
蔵
の
統
廃
合
を
経

て
現
在
は
三
社
と
な
っ
て
い
る
。

　

戦
後
は
山
田
錦
（
兵
庫
県
産
）
な
ど
の

酒
米
を
使
用
し
た
日
本
酒
の
製
造
が
主
で

あ
っ
た
が
、
品
種
改
良
に
よ
り
酒
造
り
に

適
し
た
北
海
道
産
酒
米
が
開
発
さ
れ
、
近

年
は
そ
の
使
用
割
合
を
高
め
た
酒
造
り
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

酒
造
り
に
お
い
て
重
要
な
三
要
素
と
し

て
、
米
・
米
麹
・
水
が
上
げ
ら
れ
る
が
、

特
に
米
麹
に
つ
い
て
は
酒
の
出
来
を
左
右

す
る
要
素
で
あ
る
た
め
、
生
産
工
程
で
は

　

工
業
部
会
（
山
本
勝
部
会
長
）
で
は
、

９
月
28
日
～
29
日
の
日
程
で
、
職
場
の
安

全
管
理
・
労
務
改
善
等
に
関
す
る
事
項
や

企
業
の
先
進
技
術
・
生
産
ラ
イ
ン
等
に
つ

い
て
の
研
修
を
、
北
見
市
・
旭
川
市
に
お

い
て
実
施
し
た
。

　

一
日
目
は
北
見
市
の
留
辺
蘂
に
あ
る
協

同
組
合
オ
ホ
ー
ツ
ク
ウ
ッ
ド
ピ
ア
を
視
察
。

　

協
同
組
合
オ
ホ
ー
ツ
ク
ウ
ッ
ド
ピ
ア
は

北
海
道
で
唯
一
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）

の
生
産
を
行
っ
て
い
る
企
業
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は

挽
き
板
の
繊
維
方
向
が
層
ご
と
に
直
交
す

る
よ
う
に
重
ね
て
接
着
し
た
木
造
構
造
パ

ネ
ル
で
、
１
９
９
６
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
開
発
さ
れ
、
２
０
０
０
年
か
ら
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
中

高
層
の
集

合
住
宅
、

幼
稚
園
な

ど
の
様
々

な
建
築
物

に
広
く
利

用
さ
れ
て

い
る
。

　

北
海
道

で
は
戦
後

復
興
期
に

カ
ラ
マ
ツ

の
植
林
が

広
域
で
進

め
ら
れ
、

カ
ラ
マ
ツ

反
面
、
く
る
い
や
割
れ
を
生
じ
や
す
く
そ

の
活
用
範
囲
は
限
定
的
で
あ
っ
た
が
、
技

術
の
革
新
に
よ
り
近
年
カ
ラ
マ
ツ
は
構
造

材
と
し
て
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
カ

ラ
マ
ツ
材
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
の
生
産
に
取

り
組
む
契
機
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　

日
本
で
は
２
０
１
４
年
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
材
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

流
れ
の
中
で
北
海
道
の
支
援
を
受
け
、
建

築
基
準
法
に
定
め
る
各
種
評
価
・
試
験
項

目
を
満
た
し
た
北
海
道
産
カ
ラ
マ
ツ
材
Ｃ

Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
を
用
い
た
「
日
本
初
の
非
住

宅
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
」
と
し
て
、
工
場
敷
地

内
に
二
階
建
て
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
建

築
を
行
っ
て
い
る
。

　

カ
ラ
マ
ツ
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
材
は
素
材
・
構
造

的
な
課
題
に
対
し
て
研
究
開
発
が
こ
れ
か

ら
も
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、
住
宅
分
野
へ

の
供
給
の
た
め
に
必
要
な
各
種
法
令
が
調

整
中
で
あ
り
、
日
本
国
内
に
お
い
て
の
Ｃ

Ｌ
Ｔ
活
用
・
普
及
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か

る
見
込
み
と
の
こ
と
。
し
か
し
な
が
ら
、

日
本
の
森
林
の
う
ち
22
％
を
占
め
る
北
海

道
と
し
て
は
、
道
産
木
材
を
活
用
し
た
Ｃ

Ｌ
Ｔ
市
場
に
対
し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
お
り
、
今
後
は
ト
ド
マ
ツ
や
ス
ギ
を
用

い
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
も
目
指
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
旭
川
市
に
あ
る
髙
砂
酒

造
株
式
会
社
を
視
察
。「
男
山
」「
大
雪
乃

蔵
（
現
・
合
同
酒
精
）」
と
と
も
に
知
ら
れ

る
旭
川
三
大
酒
造
メ
ー
カ
ー
の
一
社
。

工
業
部
会
視
察
研
修
報
告

細
心
の
注
意
を
払
い
管
理
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
高
砂
酒
造
で
は
、
酒
米
を
精
製

す
る
と
き
に
余
分
な
た
ん
ぱ
く
質
を
削
る

工
程
（
削
り
の
割
合
で
、
吟
醸
・
大
吟
醸

の
表
示
が
決
ま
る
…
削
り
40
％
未
満
は
大

衆
酒
と
な
る
）
に
お
い
て
、
お
お
よ
そ
60

％
を
削
り
取
る
こ
と
で
、
淡
麗
・
上
品
で

口
当
た
り
の
よ
い
日
本
酒
造
り
を
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
こ
と
に
心
血
を
注
い
で
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
工
場
に
隣
接
し
て
い
た
蔵
は
展

示
・
販
売
所
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ

れ
、
酒
造
り
で
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
古

い
器
具
や
装
置
、
各
種
資
料
の
展
示
を
通

し
て
、
旭
川
に
お
け
る
酒
造
の
歴
史
を
学

べ
る
施
設
と
し
て
観
光
の
一
翼
を
担
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
か
っ
た
。

　

二
日
目
午
前
は
、
旭
川
ガ
ス
株
式
会
社

永
山
工
場
を
視
察
。

　

旭
川
市
内
と
東
神
楽
町
の
一
部
に
わ
た

っ
て
家
庭
・
事
業
所
へ
の
天
然
ガ
ス
を
供

給
す
る
都
市
ガ
ス
事
業
者
。
顧
客
数
は
約

９
万
箇
所
、
供
給
面
積
は
斜
里
町
の
面
積

と
ほ
ぼ
同
じ
と
の
こ
と
。

　

天
然
ガ
ス
は
国
内
で
は
ご
く
少
量
の
採

掘
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
か

ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。
天
然
ガ
ス
は

人
体
に
有
害
な
一
酸
化
炭
素
を
含
ま
ず
、

燃
焼
の
際
、
大
気
汚
染
の
原
因
と
さ
れ
る

硫
黄
化
学
物
、
す
す
、
酸
性
雨
の
原
因
と

さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
が
発
生
せ
ず
、
温
暖

化
の
原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
発
生

量
も
石
炭
・
石
油
の
化
石
燃
料
に
比
べ
20

～
40
％
少
な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
さ
れ
る
。

は
成
長
が
早
く
、

強
度
が
あ
り
、
ま

た
木
肌
が
美
し
い
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石
狩
市
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）

貯
蔵
基
地
よ
り
、
毎
日
欠
か
さ
ず
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
に
よ
っ
て
供
給
が
な
さ
れ
て
お

り
、
永
山
工
場
の
生
産
施
設
に
お
い
て
製

造
・
調
整
さ
れ
た
ガ
ス
が
市
内
の
契
約
者

へ
供
給
さ
れ
る
仕
組
み
。
生
産
工
程
は
完

全
自
動
化
さ
れ
て
お
り
、
24
時
間
三
交
代

制
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
含
め
た
少
数
の
人

員
で
工
場
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
。

　

生
活
に
密
接
す
る
分
野
だ
け
に
、
施
設

の
保
安
、
維
持
、
緊
急
対
応
に
は
万
全
の

体
制
を
構
築
し
て
お
り
、
市
内
全
域
（
公

道
埋
め
込
み
部
分
）
は
従
来
の
金
属
製
の

ガ
ス
管
か
ら
地
震
等
の
災
害
に
強
い
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
製
の
ガ
ス
管
へ
の
切
り
替
え
が

完
了
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ

は
無
色
無
臭
の
性
質
か
ら
ガ
ス
漏
れ
が
あ

っ
た
際
に
は
気
が
付
き
に
く
く
、
「
安
全

確
保
」
の
た
め
人
工
的
に
付
臭
（
臭
い
付

け
）
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

二
日
目
午
後
か
ら
は
、
株
式
会
社
道
新

総
合
印
刷
旭
川
工
場
を
視
察
。

　

新
聞
記
事
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
過
程

の
ビ
デ
オ
説
明
を
受
け
、
空
知
地
方
の
夕

刊
印
刷
作
業
を
見
学
し
た
。

　

旭
川
工
場
で
は
主
に
空
知
・
上
川
・
オ

ホ
ー
ツ
ク
・
宗
谷
管
内
の
新
聞
印
刷
を
担

当
し
、
各
地
の
新
聞
販
売
所
へ
の
輸
送
を

行
っ
て
い
る
。
本
社
か
ら
新
聞
デ
ー
タ
が

送
信
さ
れ
、
各
地
方
版
の
印
刷
か
ら
折
り

曲
げ
、
仕
分
け
ま
で
を
一
本
の
ラ
イ
ン
で

完
結
す
る
設
備
を
有
し
て
お
り
、
年
中
無

休
、
二
交
代
制
で
操
業
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
万
が
一
に
も
新
聞
の
遅
配
が
な
い
よ

う
に
と
、
工
場
内
で
は
印
刷
作
業
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
設
備
の
維

持
、
管
理
、
調
整
に
係
る
各
種
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
対
応
で
き
る
人
材
を
確
保
す
る
た

め
、
日
々
従
業
員
の
教
育
訓
練
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
斜
里
町
内
へ
届
け
ら
れ
る
新
聞
は
、

帯
広
工
場
で
早
版
印
刷
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

今
年
度
は
地
域
に
根
ざ
し
活
動
を
続
け

る
企
業
に
焦
点
を
当
て
企
画
し
、
各
企
業

が
各
々
の
知
見
を
も
っ
て
現
状
に
対
す
る

改
革
・
挑
戦
す
る
現
場
で
の
取
り
組
み

は
、
視
察
研
修
参
加
者
に
と
っ
て
も
大
き

な
収
穫
と
な
っ
た

青
色
申
告
会
全
道
大
会

　

10
月
４
日
㈫
帯
広
市
に
て
第
61
回
青
色

申
告
会
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。斜
里
町
青
色
申
告
会
を
代
表
し
て
、

神
田
会
長
、
小
池
副
会
長
、
事
務
局
の
３

名
が
出
席
し
た
。
帯
広
市
民
文
化
ホ
ー
ル

に
会
場
が
設
け
ら
れ
、
全
道
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
大
勢
の
参
加
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

会
と
全
３
部
の
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１
部

で
は
、
帯
広
百
年
記
念
館
の
学
芸
員
で
あ

る
、
大
和
田
氏
よ
り
十
勝
の
商
業
・
工
業

の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

　

明
治
に
入
っ
た
ば
か
り
の
帯
広
は
北
海

道
の
中
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い

土
地
で
、
開
拓
は
本
州
か
ら
の
開
拓
移
民

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
明
治
26
年
頃
、
現

在
の
国
道
38
号
線
沿
い
に
集
落
が
形
成
さ

れ
た
。
そ
の
２
年
後
の
明
治
28
年
に
は
監

獄
が
作
ら
れ
、
受
刑
者
に
よ
り
大
通
り
が

整
備
さ
れ
、
市
街
地
の
基
礎
と
な
っ
た
。

　

監
獄
が
で
き
た
こ
と
に
伴
い
、
管
理
す

る
人
々
も
移
り
住
む
よ
う
に
な
り
、
こ
の

よ
う
な
人
々
を
対
象
と
し
た
商
売
を
す
る

人
が
増
え
、
帯
広
は
栄
え
て
い
く
よ
う
に

な
っ
た
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

研
修
会
は
一
般
社
団
法
人
青
色
申
告
会

総
連
合
の
常
務
理
事
で
あ
る
綿
貫
氏
に
よ

り
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
に
つ
い
て
と
い
う
内
容
で
行
わ
れ
た
。

　

近
年
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
に
は

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
、
大
企
業
の
小
売

り
分
野
へ
の
進
出
な
ど
構
造
変
化
の
部
分

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
ま
た
、
白
色

申
告
者
の
記
帳
義
務
の
拡
大
な
ど
、
青
色

申
告
会
の
指
導
相
談
機
関
と
し
て
の
働
き

も
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

本
格
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
運
用

さ
れ
多
く
の
部
分
で
変
化
が
起
こ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
確
定
申
告
や
各
種
申
請
な

ど
、
提
出
の
際
に
個
人
番
号
の
記
載
と
本

人
確
認
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
事

務
負
担
が
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

関
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
個
人

番
号
の
適
正
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
徹
底

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

近
年
少
し
で
も
個
人
事
業
主
の
負
担
が

軽
く
な
る
よ
う
に
、
税
制
改
善
運
動
に
よ

り
一
層
力
を
入
れ
て
い
る
。
個
人
番
号
を

記
入
す
る
税
務
関
係
書
類
の
大
幅
削
減
、

国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
の
主
体
を
市

区
町
村
か
ら
都
道
府
県
へ
移
行
（
平
成
30

年
度
よ
り
施
行
）
と
い
っ
た
よ
う
に
年
々

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
小
規

模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
て
き
て
い
る
中
で
、
事
業
者
が
で
き

る
こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

第
２
部
の
本
大
会
で
は
札
幌
国
税
局

長
、
北
海
道
十
勝
総
合
振
興
局
長
、
帯
色

商
工
会
議
所
会
頭
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

次
年
度
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
開
催
地

で
あ
る
釧
路
地
方
青
色
申
告
会
連
合
会
副

会
長
の
挨
拶
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

第
３
部
の
懇
親
会
で
は
、
各
地
方
の
参

　

今
回
の
大
会
は
第
１
部
の

講
演
会
・
研
修
会
、
第
２
部

の
本
大
会
、
第
３
部
の
懇
親
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こ
の
原
稿
を
書
い

て
る
時
点
で
の
ニ
ュ

ー
ス
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン

は
何
と
言
っ
て
も

「
ピ
コ
太
郎
」
の
人

気
動
画
「
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ
」（
ペ
ン
パ
イ
ナ
ッ

ポ
ー
ア
ッ
ポ
ー
ペ
ン
）。

　

動
画
の
製
作
費
用
は
た
っ
た
の
２
万
円
。

こ
の
日
ま
で
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
関
連

動
画
再
生
回
数
が
３
億
３
０
０
０
万
回
、 

同
サ
イ
ト
の
再
生
チ
ャ
ー
ト
で
２
週
連
続 

の
「
世
界
一
位
」
に
。
こ
の
再
生
回
数
に

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
再
生
あ
た
り
広
告
単
価 

０
．
１
円
を
か
け
る
と
推
定
３
千
３
０
０ 

万
円
の
広
告
収
入
が「
ピ
コ
太
郎
」に
入
っ

た
こ
と
に
な
る
。

　

ち
な
み
に
日
本
人
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
カ
ー
（
元
ス
ー
パ
ー
店
員
）

の
年
収
は
約
２
億
円
。
（
お
金
の
話
ば
か

り
で
す
み
ま
せ
ん
）

　

我
々
の
世
代
は
高
額
な
製
作
費
で
作
ら

れ
た
テ
レ
ビ
番
組
、
Ｃ
Ｍ
を
視
て
い
ま
し

た
。
今
は
元
ス
ー
パ
ー
店
員
や
大
学
生
が

ス
マ
ホ
で
と
っ
た
動
画
に
内
容
に
よ
っ
て

で
は
あ
り
ま
す
が
、
高
額
な
広
告
収
入
が

期
待
で
き
る
時
代
。

　

改
め
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
効
果
と
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ビ

ー
バ
ー
の 

「
つ
ぶ
や
き
」 

の
威
力
に
驚
愕
。

（
門
間
）

女
性
部

　
活
動
報
告

　

10
月
16
日
㈰
雄
武
町
で
行
わ
れ
ま
し
た 

「
平
成
28
年
度
オ
ホ
ー
ツ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
女

性
部
研
修
会
」
に
部
員
６
名
、
事
務
局
１

名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
知
床
ね
ぷ
た
」・

「
仮
装
盆
踊
り
」・「
し

ゃ
り
っ
こ
お
好
み
焼

き
」
に
つ
い
て
活
動

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

部
長
活
動
報
告
に
よ

り
「
斜
里
で
は
、
７
月

に
〝
知
床
ね
ぷ
た
〟
が

運
行
さ
れ
ま
す
。
北
方

警
備
の
命
を
受
け
た
津

軽
藩
士
１
０
０
名
の
う

ち
72
名
が
斜
里
の
地
で

命
を
落
と
し
、
そ
れ
を

弔
う
た
め
に
慰
霊
碑
が

建
立
さ
れ
毎
年
斜
里
町

で
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
縁
で
〝
弘
前
ね
ぷ

た
〟
が
〝
知
床
し
ゃ
り
ね
ぷ
た
〟
と
し
て

運
行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
６

月
に
金
魚
ね
ぷ
た
講
習
会
を
行
い
自
分
た

ち
の
店
な
ど
に
飾
り
ま
す
。
運
行
時
に
は

法
被
・
は
ち
ま
き
・
タ
ス
キ
を
か
け
て
女

性
部
も
出
陣
し
ま
す
。

　

８
月
に
は
商
工
会
青
年
部
主
催
の
町
民

仮
装
盆
踊
り
大
会
が
行
わ
れ
私
た
ち
女
性

部
は
毎
年
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は

か
ぶ
り
物
に
挑
戦
し
ま
し
た
。〝
サ
ザ
エ

さ
ん
家
の
盆
踊
り
〟
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ

で
準
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
女
性
部

は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
出

店
依
頼
が
あ
り
ま
す
。
今

ま
で
、
お
で
ん
、
豚
汁
、

い
も
団
子
な
ど
出
し
て
き

ま
し
た
が
、
何
か
女
性
部

の
〝
売
り
〟
に
な
る
も
の

は
な
い
か
と
試
行
錯
誤
の

結
果
、
３
年
前
に
〝
斜
里

産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
ベ
ー

ス
に
し
た
お
好
み
焼
き
〟

を
開
発
し
ま
し
た
。〝
し

ゃ
り
っ
こ
お
好
み
焼
き
〟

と
し
て
売
り
出
し
て
い
ま

す
。
９
月
の
産
業
ま
つ
り

を
中
心
と
し
ま
し
て
、
５

月
の
Ｓ

－

１
自
慢
祭
り
・
10
月
の
食
海
土

な
ど
に
出
店
し
い
つ
も
完
売
し
、
味
の
評

価
も
よ
く
、
皆
様
に
も
商
工
会
女
性
部
の

〝
し
ゃ
り
っ
こ
お
好
み
焼
き
〟
と
し
て
浸

透
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

…
と
、
こ
こ
ま
で
い
ろ
い
ろ
よ
い
こ
と

ば
か
り
話
し
て
き
ま
し
た
が
、
ど
こ
の
女

性
部
で
も
現
在
抱
え
て
い
る
悩
み
だ
と
思

い
ま
す
が
、
部
員
さ
ん
の
減
少
と
新
入
部

員
の
加
入
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
実
で

す
。
打
開
策
は
な
い
か
と
考
え
、
武
藤
副

部
長
が
中
心
と
な
り
、〝
斜
里
町
商
工
会

女
性
部
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
〟
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
携
帯
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
私
た
ち
の
活
動
状
況
を
ど
う
か
ご

覧
く
だ
さ
い
。
先
輩
の
築
い
て
き
た
道
を

何
と
か
絶
や
さ
ず
部
員
一
同
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

持
参
し
た
サ
ザ
エ
さ
ん
の
被
り
物
や
金

魚
ね
ぷ
た
は
参
加
さ
れ
た
他
市
区
町
村
の

方
々
に
大
変
好
評
で
し
た
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲

載
し
ま
す
の
で
お
時

間
あ
り
ま
し
た
ら
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

加
者
が
交
流
を
深
め
、
よ
り
一
層
青
色
申

告
会
と
し
て
の
団
結
力
が
高
ま
っ
た
よ
う

に
見
え
た
。

　

次
回
の
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
も
是
非

参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

学
ん
だ
こ
と
を
皆
様
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
た
い
。

◦プレミアム商品券使用有効期限

◦プレミアム商品券換金期限
平成28年11月30日㈬

平成28年12月20日㈫
お早めにご使用ください。

プレミアム商品券の
　　　　使用期限が迫っています


